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タイトル  米国カリフォルニア州マリーナ市との都市交流について 
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１ 概要 

 本市は、現在、「京都府長岡京市」及び「モンゴル国ウランバートル市ソンギノハイ

ルハン区」と都市交流を行っているが、さらなる異文化への理解促進及び英語による

コミュニケーションの機会創出を図るため、英語圏との都市交流にも取り組むことと

した。 

 本年７月12日にアメリカ合衆国カリフォルニア州マリーナ市と覚書を締結し、まず

は今年度の取組みとして青少年のオンラインによる相互交流を実施する。 

２ 都市の概要 

都 市 名 アメリカ合衆国カリフォルニア州マリーナ市 
人口／面積 22,359人（2020年国勢調査）／23.07㎢ 
産   業 観光業、航空研究事業、郊外で有機イチゴ栽培・収穫 

特   徴 

・サンフランシスコから南に車で１時間40分程の場所にある海岸

沿いの市 
・シリコンバレーにも近接 
・閉鎖された陸軍基地の未開発地を活用し、近年著しく成長 
・人種的に多様で、アジア系の人口も多い 

３ これまでの経緯 

Ｒ４．８ 自治体国際化協会（CLAIR）からマリーナ市を紹介される 

Ｒ４．12 CLAIRを仲介として在ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ総領事館とｵﾝﾗｲﾝで意見交換 

Ｒ５．４ ﾏﾘｰﾅ市評議員･ｼﾃｨﾏﾈｰｼﾞｬｰと市長・教育長がｵﾝﾗｲﾝで意見交換 

Ｒ５．６ 市議会議員全員協議会で都市交流の覚書の内容を説明 

Ｒ５．７ ﾏﾘｰﾅ市評議員･ｼﾃｨﾏﾈｰｼﾞｬｰと市長がｵﾝﾗｲﾝで意見交換 

Ｒ５．７ ﾏﾘｰﾅ市評議員･ﾏﾘｰﾅ高校校長と市長がｵﾝﾗｲﾝで意見交換 

Ｒ５．７ 友好都市交流の覚書締結（令和５年７月12日） 

４ 学生同士によるオンラインミーティング 

開催日：10月 14日（土）6:00～7:30（マリーナ市：10月 13日（金）14:00） 

場 所：市役所３階第１・２会議室 

対象者：マリーナハイスクールの高校生６人 

伊豆の国市の高校生６人（公募） 

   内 容：学校生活、趣味、文化の違いなどをテーマに計３回程度の意見交換 

５ 今後の事業計画 

(1) 学校間におけるビデオレター、絵画作品などの交換 
    両市の小中学校間で作品交換などの実施 
(2) 相互訪問 

本市学生によるマリーナ市への訪問とホームステイなど 



マリーナ市の位置 

 

 

マリーナ市の空撮写真（マリーナ市ウェブサイトより転載） 

 

 

マリーナ・ステート・ビーチ      Joby Aviation社が開発中の空飛ぶクルマ 

  
 

詳細はマリーナ市ウェブサイト（英語） https://cityofmarina.org/ 

またはウィキペディア「カリフォルニア州マリーナ」で検索 

https://en.wikipedia.org/wiki/Marina,_California 
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